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研究目的
 1電子顕微鏡が内耳の勘網構造の観察に用いられてから10余年になカ,この間その正常形
 態,薬物中毒及び音響刺激による形態の変化について多くの発表がなされて来た。しかし,半規
 管に対して適応刺激である廻転刺激による聴櫛感覚上皮の影響について電子顕微鏡的に観察した
 言己載はない。
 豆廻転刺激の際,その朝敵を感受する半規管の機構については,古くから多々論議されて来
 た。当教室に於いてはMach.Breueτの内リンパ流動説,steiuha』u8enのクプラ偏位
 説,Ewaユdの法則,更にはeupulo皿etry'理論の正否を確める目的でいくつかの実験を行
 って来た。著者は内リンパの向膨大部流及び反膨大部流の刺激によって生じる聴櫛感覚上皮の変
 化を電子顕微鏡的に観察し,両者問に差があるか否かを考察した。
 皿聴擶感覚上皮には二種の感覚細胞が存在し,.形態的,発生的に1型細胞は且型細胞よりも
 分化した細胞であると推測されている。しかし,二種の感覚細胞の機能的差異については不明な
 点が多い。両感覚細胞の機能的差異を解明するに当って,廻転刺激に対する1型及び五型細胞の
 受傷性を追求することは意義あるものと思う。.
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 体重5009r前後のモルモットを動物圃定器に入れ,30。前屈頭位にして電動式加速度廻
 転室に固定した。又,遠心力による影響を島来るだけ少くする為に頭部を廻転軸に近づけ,体輻
 を廻転中心に対して放射状の位置をとる様に固定し島廻転方式は,〔α6。ノ秒々の等加速,度1
 廻転〕→〔廻転速度140。/秒〕→〔等速廻転50秒間〕→〔急停止1秒以内〕でこれを2分
 間の間隔をおいて右方向のみ・,連続189回反復実施した。廻転直後に断頭した群と廻転終了後
 24…織田経過した後に断映した群の2群に分ち,それぞれ左右の聴櫛を別々に固定した。又,モ
 ルモットの心騰に約5GGの空気を注入して死に至らしめ,そのま』18。Gの室温に{暗闘放う
 直した後に取わ出した聴櫛(死後変化群),ならびに向膨大部流の刺激負荷後24時間経過してi
 断頭した群の前及び後半規管の聴櫛感覚細胞とを比較対照して観察した。固定液は1%オスミウ1
 ム酸を使臆し、包埋にはエポン812を用いた。LKBU■七roto皿eで薄切後,Mi■lo一一
 nig法又はWa七80nの原法によわ酷戯ウラニールで後染色を行い・明石TRS-80電子顕i
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 1'観察結果
 睦t廻転刺激`よる変化は感覚細胞に於いて最も著明である。神経終末の変化は感覚細胞のそ
 .・1、解比して遙か耀微であ鮎支持細胞にも変化が少妙つ島
 2・感覚細胞にはKinociliaの転位9糸粒体の変化(膨化}櫛の断裂」不規則化:限界膜
 、の1層化;基質の淡明化等),小胞体の拡張と遊離ribO80meの増加pGolgi野の拡張,
 1y80eome様4鱗の出現とMVB(M“■Uve8icular∫bod.y)の増加,核の形態異常
 萄・と核質の班敵状変化等の変化を認めた。これらの変化は刺激直後よウも刺激後24時間経過後に
 画定した標本に著明であった。又,1型細泡の障害は正型細胞のそれよりも強かった。
 5神経終末に於いては。.求心性の終末でMVBの出現》及び糸粒体櫛の膨化を認めた。しか
 し遠心腔の終末には変化を認めなかった。
 衛上記の感覚細胞及び神経終末の変化は死後変化としてみられる所見とは異っており・}又,
 対照とした前及び後半規管聴櫛感覚細胞には殆んど変化を認めなかった。このことよ力外側半規
 管聴櫛感覚細胞及び神経終末の変化は主として廻転刺激による変化と考えられる。
 5向膨大部流の刺激を受けた展覧細胞の方が反影大部流の刺激を受けたものより変化が強く
 ,就中・鋼激負荷後24時間経過した後に固籍した群に於いては強度の変性所見が認められた。
結語
 1聴櫛感覚細胞に対して適応刺激が生埋的限界を越えて過度に連続的に作用する時,感覚細
 胞は退行性変化を示すことが観察された。
 丑廻転刺激が感覚細胞に及ぼす影響を左右の迷銘について比較すると.,反影大部流よりも向
 膨大部流の方が刺激効果が大きいことを認めた。
 皿1型細胞はH型細胞よカも廻転刺激に対する受傷性が大きいことが認められた。
 茜165一
 審査・結果の要旨
 回転によって生ずる半規管内リンパ流動には向膨大部流と反影大部流とがあるが,この方向の
 異なった内リンパ流動の刺激によって膨大部稜(聴櫛)感覚上皮が如何なる影響を受けるかを電
 子顕微鏡下に観察した。回転刺激として生理的限界を越えた過度の連続刺激を用いた。
 回転直後に断頭した詳と回転終了後24時間経過しだ後に断頭した群の2群に分ち,それぞれ
 左右の膨大部稜感覚細胞を観察ずると共に死・後変化群の所見と比較している。
 その結果感覚細胞に変化が認められたが,神経終末にも軽度の変化が見られた。感覚細胞にお
 いては1型細胞は五型細胞より著明な変化を示し,特にKinocilia,糸粒体,'」・胞体,
 Golgi野,核等に明らかであったが,刺激直後よりも24時間経過後により著明であったと云
 う。
 以上はいずれも水平半規管膨大部稜感覚細胞にのみ認められ,前かよび後半規管膨大部には格
 別の所見が証明されなかったが,このことは内リンパ流動が水平半規管にかいて効果的に作用し
 たことを示すものであり,また向膨大部流側の感覚細胞が反膨大部流側よりも明らかな変化を示
 したことは∬lOurenβ,MaCh,Breuerの説を裏付ける所見である。また1型細胞の受
 傷性が大であることは両型細胞の機能的意義の差異を示唆するものであろう。
 よって本論文は学位を授一与するに値するものと認める。
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